
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

研究
』
第
十
四
号
所
収
）

林忠
良
氏
の
逝
去
を
悼
む
　
　
　
　
　
　
　
「
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
》
0
8
筐
毒
《
の
問
題
」
（
『
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
督
教
学
研究
』
第
二
十
三
号
所
収
）

　　　　　　　　　　　　
片
柳
榮
一
　
共
編
聾
罐
轟
ぶ
1
経
済
と
人
間
』
（
日
本
経
済
評
論

　
　罧忠
良
氏
略
年
譜
】
　
　
　
　
　
　
慧
良
氏
は
筆
者
に
と
っ
て
蕃
教
学
の
先
輩
で
あ
る
が
・
先
ず

一
九
三

入年
　
兵
庫
県
生
ま
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
塩
寮
（
京
都
大
学
基
督
教
青
年
会
）
の
先
輩
と
し
て
い
ろ
い
ろ
お

一
九六
一
年
京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
基
督
教
学
卒
業
　
　
　
　
世
話
に
な
っ
た
。
基
督
教
学
を
専
攻
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
寮

一
九
六
六年
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
（
基
督
教
　
　
の
先
電
と
し
て
の
林
忠
良
氏
の
お
薦
め
に
よ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　学
）
修
了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
Y
（
地
塩
寮
）
の
修
養
会
が
琵
琶
湖
畔
で
開
か
れ
、
波
が
静
か

一
九
六
七年
　
関
西
学
院
大
学
経
済
学
部
専
任
講
師
（
宗
教
主
事
）
　
　
に
打
ち
つ
け
る
夜
中
に
進
路
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
い

　
　
　
　
　
　
就
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
す
。
林
氏
は
恩
師
武
藤
一
雄
先
生
の
下

一
九
九

入年
　
関
西
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
（
宗
教
主
事
）
退
任
　
　
で
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
を
学
ば
れ
、
先
生
の
思
想
の
深
み
を
最
も
よ
く
熟

　
　
　
　
　
　関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
さ
れ
て
い
た
人
だ
と
思
う
。
そ
し
て
武
藤
先
生
の
代
表
的
論
文

二〇
二
〇
年
　
六
月
二
十
九
日
　
逝
去
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
キ
リ
ス
ト
教
と
無
の
思
想
」
を
畏
友
レ
ッ
プ
氏
と
共
に
ド
イ
ツ
語
・

著
書
　
『
〈
生
か
さ
れ
〉
つ
つ
〈
生
き
る
＞
1
よ
く
生
き
る
知
恵
”
断
　
　
に
翻
訳
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　章
9
8
ー
』
（
関
西
学
院
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
三
年
）
　
　
　
　
　
一
九
七
六
年
私
は
ド
イ
ツ
留
学
を
終
え
て
、
林
氏
が
同
じ
く
勤
務

論
文　
「
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
死
の
問
題
i
序
説
」
『
死
の
意
　
　
す
る
関
西
学
院
大
学
に
就
職
す
る
の
を
許
さ
れ
、
林
氏
の
と
こ
ろ
に

　
　
　味
』
（
新
教
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
所
収
　
　
　
　
　
　
　
　
挨
拶
に
伺
っ
た
。
開
口
一
番
林
氏
が
言
わ
れ
た
の
は
、
職
に
つ
い
て

　
　　
「
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
け
る
〈
論
理
的
問
題
〉
」
（
『
基
督
教
学
　
　
い
る
自
分
の
場
が
分
か
る
ま
で
は
、
何
も
言
う
な
、
沈
黙
し
て
い
ろ
、

林
忠
良
氏
の

逝
去を
悼
む
（
片
柳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五



一
〇

六

教
授会
で
発
言
な
ど
し
た
ら
絶
対
に
あ
か
ん
、
と
い
う
厳
し
い
忠
告
　
　
　
関
西
学
院
大
学
を
定
年
前
に
退
任
さ
れ
、
念
願
の
信
州
入
ケ
岳
の

であ
っ
た
。
そ
れ
が
極
め
て
賢
明
な
忠
告
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
次
第
　
　
麓
へ
隠
棲
さ
れ
た
。
早
く
に
愛
す
る
奥
様
を
亡
く
さ
れ
、
お
二
人
の

に
身
に
滲
み
て
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
こ
と
に
も
繊
細
に
気
を
　
　
娘
さ
ん
を
男
手
一
つ
で
立
派
に
お
育
て
に
な
ら
れ
た
後
、
信
州
の
高

配る
こ
と
の
で
き
る
本
当
に
、
鋭
く
賢
い
人
で
あ
っ
た
。
林
氏
が
何
　
　
原
で
、
独
り
万
感
の
思
い
で
過
ご
さ
れ
た
晩
年
で
あ
っ
た
と
思
う
。

気な
く
語
る
会
話
の
到
る
所
に
、
氏
の
思
索
の
深
い
所
か
ら
生
ま
れ

出
た
洞
察
が
顔
を
覗
か
せ
て
い
た
。
そ
し
て
学
生
に
接
す
る
時
の
優

し
く
ユ
ー
モ
ア
を
湛
え
た
誠
実
な
態
度
に
は
、
氏
が
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル

に
親
し
む
申
で
学
び
、
自
分
の
も
の
に
し
た
「
真
摯
さ
」
が
滲
み
出

て

いた
。

　
一
九
七
八
年
に
基
督
教
学
教
室
は
研
究
雑
誌
『
基
督
教
学
研
究
』

を
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
今
も
こ
の
よ
う
に
続
い

て

いる
が
、
こ
れ
も
偏
に
林
氏
の
お
か
げ
で
あ
る
。
若
い
学
徒
の
研

究
発
表
の
機
会
を
創
り
出
そ
う
と
、
林
氏
が
中
心
に
な
っ
て
、
多
く

の

先輩
諸
氏
の
協
力
を
求
め
て
走
り
回
り
、
よ
う
や
く
発
刊
に
こ
ぎ

つけ
た
の
だ
。
当
時
こ
う
し
た
研
究
雑
誌
を
も
っ
て
い
た
教
室
は
京

大
文学
部
で
は
少
な
か
っ
た
。
多
く
の
教
室
が
競
う
よ
う
に
し
て
出

す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
私
た
ち
の
雑
誌
が
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た

後
から
で
あ
り
、
そ
れ
に
倣
っ
た
か
ら
だ
と
、
私
は
密
か
に
思
っ
て

いる
。
林
氏
は
ア
イ
デ
ア
も
豊
富
で
、
こ
の
研
究
雑
誌
の
欧
文
版
を

ぜ
ひ出
し
た
い
と
様
々
な
プ
ラ
ン
を
立
て
て
お
ら
れ
た
。
そ
れ
が
果

た

せな
い
で
い
る
の
は
心
残
り
で
あ
る
。


